
協議第１２７号               平成１７年  月  日確認  
 

財産管理部会の事務事業詳細調整の協議について  
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番号 項目名

5財産管理部会 1 契約分科会 2 建設工事等の入札参加資格、業者選定等

12 物品等に係る入札参加資格、業者選定等

専門部会

詳細調整提案項目一覧

分科会



分科会名分科会名分科会名分科会名 契約

統一時期統一時期統一時期統一時期 備　　考備　　考備　　考備　　考

事務事業詳細事項調整結果一覧事務事業詳細事項調整結果一覧事務事業詳細事項調整結果一覧事務事業詳細事項調整結果一覧

区　　分区　　分区　　分区　　分

部会名部会名部会名部会名 財産管理

調整結果調整結果調整結果調整結果

１　入札制度
（１）条件付一般競争入札
　　　設計金額が１億５，０００万円以上の工事等
（２）公募型指名競争入札
　　　土木一式、建築一式、ほ装、管、電気、塗装、防水、造
　　園、内装仕上工事のうち、設計金額が１億５，０００万円未
　　満で一定金額以上の工事並びに測量、建築コンサルタントの
　　うち５０万円超の委託
（３）地域公募型指名競争入札
　　　土木一式、建築一式、ほ装、管、電気、塗装、防水、造
　　園、内装仕上工事のうち、設計金額が一定金額未満で１３０
　　万円超の工事
（４）参加意思確認型指名競争入札
　　　公募型及び地域公募型指名競争入札以外の指名競争入札工
　　事等のうち、設計金額が１億５，０００万円未満で１３０万
　　円超の工事（委託は５０万円超）
（５）随意契約
　　　設計金額が１３０万円以下の工事（委託は５０万円以下）
（６）特定建設工事共同企業体による競争入札
　　　設計金額が５億円（建築一式：７億円）以上の建設工事で
　　技術的難度が高いもの

　新市が発注する工事又は製造の請負等に係る一般競争入札又は
指名競争入札等を行うにあたり、建設業者等に必要な資格要件を
設定し、競争入札等に参加させる建設業者等を公正に選定する。

　※　上記（２）、（３）における「一定金額」については、次
　　のとおりとする。
　　①　土木一式、建築一式工事においては当面５，０００万円
　　　とし、段階的に２，５００万円に引き下げる。

2 建設工事等の入札
参加資格、業者選
定等

合併と同時 ●調整内容表（様式４）　調整の具体的内容
　津市の制度を基に、構成市町村の実情を踏まえ、新たな制度を
制定する。
・条件付一般競争入札………（設計金額１億５，０００万円以上
　　　　　　　　　　　　　　の工事等）
・公募型指名競争入札………（設計金額１億５，０００万円未
　　　　　　　　　　　　　　満、一定金額以上の工事）
・地域公募型指名競争入札…（土木一式、建築一式、舗装及び管
　　　　　　　　　　　　　　工事のうち、設計金額一定金額未
　　　　　　　　　　　　　　満、１３０万円以上の工事）
・参加意思確認型……………（公募型及び地域公募型指名競争入
　指名競争入札　　　　　　　札以外の工事等のうち、設計金額
　　　　　　　　　　　　　　１億５，０００万円未満、１３０
　　　　　　　　　　　　　　万円以上の工事）
・随意契約……………………（設計金額１３０万円未満の工事
　　　　　　　　　　　　　　等）：各工事担当課による見積も
　　　　　　　　　　　　　　り合わせ

●詳細事項調整結果

※一定金額：土木一式工事については当面５，０００万円とし、
段階的に２，５００万円に引き下げる。建築一式、舗装及び管工
事については、平成１６年３月の登録後合併までに調整する。
　入札参加資格の最低要件については、津市の例により調整す
る。（平成１６年度中に業者に対し周知徹底を図る）
　業者選定に関する基準については、原則として津市の基準を基
に整理して統一する。
　各市町村の各業種における登録状況及び指名状況等を的確に把
握した上で、新市における各業種の指名基準等について検討を行
う。
　業者評価の基準については、津市の基準を基に整理して統一す
る。
　ただし、工事成績、施工体制点検からなる部分については、合
併後一定期間経過後からの加味とする。



分科会名分科会名分科会名分科会名 契約

統一時期統一時期統一時期統一時期 備　　考備　　考備　　考備　　考

事務事業詳細事項調整結果一覧事務事業詳細事項調整結果一覧事務事業詳細事項調整結果一覧事務事業詳細事項調整結果一覧

区　　分区　　分区　　分区　　分

部会名部会名部会名部会名 財産管理

調整結果調整結果調整結果調整結果

２　入札参加資格要件
（１）税の完納
（２）許可（登録）
（３）技術者の配置
（４）経営事項審査における完成工事高（営業収入金額）

　　①　工事施工場所の所在旧市町村の区域（津市と香良洲町の
　　　区域は一体のものとして取り扱う。）に本店を有する当該
　　　工事の格付業者
　　②　①の上位格付業者
　　③　工事施工場所の所在旧市町村が属するブロック（久居工
　　　事事務所管内のブロック、本庁管内の旧安芸郡のブロック
　　　又は津市・香良洲町のブロック）内の旧市町村の区域に本
　　　店を有する同ランクの格付業者
　　　（当該ブロックにおいて、当該登録業者数が少ない旧市町
　　　村（同数の場合は、工事施工場所に近接する旧市町村）か
　　　ら順次加える。）
　　④　③の上位格付業者
　　⑤　他のブロックに拡大して③と同様に拡大選定

　　②　ほ装、管工事においては当面１，５００万円とし、段階
　　　的に５００万円に引き下げる。
　　③　電気、塗装、防水、造園、内装仕上工事においては当面
　　　１，０００万円とし段階的に公募型指名競争入札に切り替
　　　える。

３　業者選定
　　業者選定は、新市内に本店を有する業者を優先して選定す
　る。
　　新市内本店業者のうち土木一式、建築一式、ほ装、管工事業
　者については、経営事項審査結果、前年度工事成績、指名停止
　期間及び施工体制点検結果による採点、さらに経営事項審査に
　おける完成工事高、技術者数を基に業者の格付を行い選定す
　る。ただし、前年度工事成績、施工体制点検結果については、
　平成１９年度からの加味とする。
　　上記の業種以外については、経営事項審査結果を基に業者の
　格付を行い選定する。

　※　地域公募型指名競争入札の地域条件については、次の優先
　　順位に基づき、対象業者数が２０を超えるよう順次拡大す
　　る。



分科会名分科会名分科会名分科会名 契約

統一時期統一時期統一時期統一時期 備　　考備　　考備　　考備　　考

事務事業詳細事項調整結果一覧事務事業詳細事項調整結果一覧事務事業詳細事項調整結果一覧事務事業詳細事項調整結果一覧

区　　分区　　分区　　分区　　分

部会名部会名部会名部会名 財産管理

調整結果調整結果調整結果調整結果

３　業者選定
　　業者選定は、新市内に本店、支店、営業所等を有する業者を
　対象とし、該当がない場合は、市外業者を選定する。
　　なお、各総合支所において発注する物件のうち下記のものに
　ついては、旧市町村における本店業者を優先的に選定すること
　とする。

（２）各総合支所に係る業務委託のうち、地方自治法施行令第
　　１６７条の２第１項第１号の委託に係る随意契約の範囲

　新市が発注する物品の売買や業務委託等に係る一般競争入札又
は指名競争入札等を行うにあたり、必要な資格要件を設定し、競
争入札等に参加させる業者を公正に選定する。

１　入札制度
　　地方自治法施行令第１６７条又は第１６７条の２の規定に基
　づき、指名競争入札又は随意契約による契約とする。ただし、
　予定価格２，０００万円以上の財産の買入れにおいては、条件
　付一般競争入札による契約とする。

（１）各総合支所で購入する物件のうち、新市物品会計規則に定
　　める契約事務代行物品表に基づく総合支所総務課長代行によ
　　るもの、単価契約以外の原材料及び賄材料の購入

２　入札参加資格要件
（１）税及び国保料の完納
（２）資格（免許・許認可）…必要とされる場合のみ

12 物品等に係る入札
参加資格、業者選
定等

合併と同時 ●調整内容表（様式４）　調整の具体的内容
　津市の基準を基に、各構成市町村の業者登録状況、指名状況等
を踏まえ、新たな基準を作成する。
　入札制度については、津市の基準を基に各構成市町村の内容を
整理して統一する。
　入札参加資格要件については、津市の例により調整する。
　業者選定に関する基準等については、津市の基準を基に各構成
市町村の業者登録状況、指名状況等を踏まえ整理して統一する。

●詳細事項調整結果


